
２　計画のポイント

宮城県消防学校教育基本計画（第２期計画期間　令和２年度～令和６年度）の概要

１　計画策定の趣旨

　消防学校では，社会環境に応じた教育プログラムを構築するため「宮城県消防学校育基本計
画（第１期計画期間　平成２７年度～平成３１年度）」を平成２７年１月に策定した。
　今回，同計画に定めるスケジュールに基づき，平成２７年度から３年間の実績の検証・評
価，同計画策定以降の消防を取り巻く環境の変化及び各消防本部（局）を構成員とする策定検
討委員会での意見等を踏まえ，第２期の宮城県消防学校教育基本計画（計画期間　令和２年度
～令和６年度）を策定するもの。

（救急を取り巻く環境の変化）

救命措置の拡大

（第２期計画への反映状況）

・特別教育に「ビデオ硬性喉頭鏡講習」

「通信指令員講習」を設定。

・東北初の「指導救命士講習」の開催に

向けて検討開始する。

⇒本文Ｐ９～１０

（社会環境を取り巻く状況の変化）

地域における防災体制の強化

（第２期計画への反映状況）

・市町村等が教職員等を対象に行なう防災

に関する研修について，地域防災力向上指

導員を派遣し，地域防災力の向上を目指す。

⇒本文Ｐ１５

（消防学校としての新規取組）

情報発信力の強化

（第２期計画への反映状況）

・消防大学校より習得した情報等をデータ

ベース化し，校内で情報を共有し，ＩＣＴ

を活用した情報発信を図る。

⇒本文１７～１９

（第２期計画の実効性を高めるために）

・平成３１年４月１日付けで，「防災力向上指導員」を消防学校に新たに配置した。

・各教育訓練科目の「実施サイクル」を削除し，教育訓練科目設定の自由度を高め，初任総合教育学生

数，教官数にかかわらず，質の高い，内容の充実した教育訓練を確保する。

新たな宮城県消防学校教育基本計画のポイント

（消防を取り巻く環境の変化）

・東日本大震災未経験者の増加

・若年消防職員の増加

・火災件数（火災経験）の減少

（第２期計画への反映状況）

・実火災型訓練施設（コンテナ）を活用し

た教育訓練の充実・火災性状の把握と注水

技術の習得・向上

⇒本文Ｐ４


